
 1 

２
０
２
４
年
度 

第
１
回 

全
国
有
名
国
公
私
大
模
試 

国
語 

採
点
基
準 

 

 

一
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

問
一 

５
点 

 

 

（
解
答
） 

ロ 
 

問
二 

５
点 

 

 

（
解
答
） 

ロ 
 

問
三 

９
点 

（
解
答
例
） 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 

毎
日
、
人
間
が
目
の
前
に
い
な
い
か
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
て 

気
持
ち
が
渇
い
て
い
る
と
こ
ろ
に 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
２
点 

声
を
か
け
て
く
れ
る
客
が
現
れ
、
日
常
会
話
が
飛
び
出
し 

気
持
ち
の
交
わ
り
が
得
ら
れ
た
か
ら
。
（
75
字
） 

（
９
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
毎
日
、
人
間
が
目
の
前
に
い
な
い
か
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
て
」
（
２
点
） 

○
「
人
間
関
係
を
作
ら
な
く
て
も
済
む
無
色
無
味
乾
燥
文
化
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
」
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
受
け
答
え
だ

け
で
人
間
関
係
を
も
た
な
い
」
な
ど
で
も
可
。 

 

Ｂ
「
気
持
ち
が
渇
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
」
（
２
点
） 

 
 

△
「
無
色
無
味
無
臭
文
化
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
」
な
ど
は
△
１
点
。 

 

Ｃ
「
声
を
か
け
て
く
れ
る
客
が
現
れ
」
（
２
点
） 

○
「
客
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
」
な
ど
で
も
可
。 

 

Ｄ
「
日
常
会
話
が
飛
び
出
し
」
（
１
点
） 

○
「
（
思
い
つ
い
た
こ
と
を
）
普
通
に
話
し
」
な
ど
で
も
可
。 

 

Ｅ
「
気
持
ち
の
交
わ
り
が
得
ら
れ
た
か
ら
」
（
２
点
） 

○
「
気
持
ち
の
交
流
が
も
て
た
か
ら
」
な
ど
で
も
可
。 
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問
四 

５
点 

 

 
（
解
答
） 
生
き
が
い 

 
 

※
抜
出
問
題
の
た
め
、
こ
れ
以
外
は
不
可
✖
。 

 

問
五 

２
点×

４
＝
８
点 

 
 

（
解
答
）

ａ 

ニ 
 
 

ｂ 
イ 

 
 

ｃ 

ホ 
 
 

ｄ 

ロ 
 

 

問
六 

10
点 

 

（
解
答
例
） 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

彼
女
の
腕
時
計
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
色
が
、
彼
女
の
面
影
と
重
な
り
合
っ
て
、
自
分
の
中
に
く
っ
き
り
と
記
憶
化 

Ｄ
○
３
点 

さ
れ
て
お
り
、
彼
女
に
も
自
分
と
の
間
に
あ
っ
た
心
の
交
流
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
か
ら
。
（
78
字
）
（
10
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
彼
女
の
腕
時
計
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
色
が
」
（
２
点
） 

 
 

○
「
彼
女
の
腕
時
計
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
色
」
だ
と
全
体
か
ら
読
み
取
れ
れ
ば
、
「
彼
女
の
腕
時
計
の
」
は
Ａ
に
明
示
さ
れ

て
い
な
く
て
も
可
。 

 

Ｂ
「
彼
女
の
面
影
と
重
な
り
合
っ
て
」
（
２
点
） 

 
 

○
Ａ
が
「
彼
女
の
面
影
と
重
な
り
合
っ
て
」
い
る
と
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｃ
「
自
分
の
中
に
く
っ
き
り
と
記
憶
化
さ
れ
て
お
り
」
（
３
点
） 

○ 

「
（
Ａ
と
Ｂ
が
）
自
分
の
中
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
内
容
。 

 

Ｄ
「
彼
女
に
も
自
分
と
の
間
に
あ
っ
た
心
の
交
流
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
か
ら
」
（
３
点
） 

○
「
心
の
交
流
」
「
気
持
ち
の
交
流
」
等
、
「
交
流
」
が
入
っ
て
い
れ
ば
可
。 

  

問
七 

４
点×

２
＝
８
点 

  

（
解
答
） 

ニ
・
ヘ 
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二 

（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

  

問
一 

２
点×
４
＝
８
点 

  

（
解
答
） 
１ 
狂
騒 

 

２ 

援
用 

 

３ 

相
殺 

 

４ 

弊
害 

  

問
二 

４
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

物
事
を
積
極
的
に
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
さ
ま
。（
４
点
） 

 
 

■
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 
 
 
 

○
「
積
極
的
」
「
発
展
的
」「
前
向
き
」「
肯
定
的
」
に
「
進
め
る
」
と
い
う
説
明
で
あ
れ
ば
可
。 

△
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
要
素
以
外
も
加
え
て
い
る
場
合
は
、
２
点
減
点
で
△
２
点
。 

（
例
）
「
理
に
か
な
っ
た
論
理
で
～
」「
良
さ
を
積
み
上
げ
て
～
」
な
ど
。 

  

問
三 

９
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
３
点 

 
 

競
争
が
取
り
組
み
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、 

 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

そ
れ
に
よ
っ
て
成
果
も
上
が
る
と
い
う
こ
と
を 

経
験
し
て
い
る
か
ら
。
（
47
字
）
（
９
点
） 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｃ
照
／
内
容
説
明
の
結
び
「
～
こ
と
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｃ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
五
十
字
以
内 

二
十
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 Ａ
「
競
争
が
取
り
組
み
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
」（
３
点
） 

✖
競
争
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 
 Ｂ

「
そ
れ
に
よ
っ
て
成
果
も
上
が
る
と
い
う
こ
と
を
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
の
結
果
、
成
果
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
加
点
な
し
✖
０
点
。（→

Ａ
が
○
で
な
い
と
Ｂ

は
○
に
な
ら
な
い
） 
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Ｃ
「
経
験
し
て
い
る
か
ら
」（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
・
Ｂ
の
経
験
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｃ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 
 

（→

Ａ
か
Ｂ
が
○
で
な
い
と
、
Ｃ
は
○
に
な
ら
な
い
） 

  

問
四 

９
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

自
他
を
比
較
す
る
心
理
プ
ロ
セ
ス
が
引
き
起
こ
さ
れ 

他
者
と
の
相
対
的
な
優
劣
に
関
心
が
向
け
ら
れ 

Ｃ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
結
果
、
自
己
価
値
が
脅
か
さ
れ
る
心
境
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
。
（
69
字
）
（
９
点
） 

 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｃ
参
照
／
内
容
説
明
の
結
び
「
～
こ
と
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｃ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
七
〇
字
以
内 

三
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 Ａ
「
自
他
を
比
較
す
る
心
理
プ
ロ
セ
ス
が
引
き
起
こ
さ
れ
」
（
３
点
） 

✖
自
他
の
比
較
を
す
る
心
理
プ
ロ
セ
ス
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
こ
と
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点
な
し
✖

０
点
。 

 
 Ｂ

「
他
者
と
の
相
対
的
な
優
劣
に
関
心
が
向
け
ら
れ
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
に
よ
っ
て
、
他
者
と
の
優
劣
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

Ｃ
「
そ
の
結
果
、
自
己
価
値
が
脅
か
さ
れ
る
心
境
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
・
Ｂ
の
結
果
、
自
己
価
値
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｃ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

  

問
五 

７
点 

 

（
解
答
） 

ロ
・
ニ
・
ホ 

（
完
答
の
み
。
順
不
同
） 
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問
六 

７
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

成
果
の
卓
越
性
を
求
め
る
こ
と
よ
り
も
、 

自
尊
心
を
優
先
し
て 

勝
つ
こ
と
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
。
（
38
字
）
（
７
点
） 

 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｃ
参
照
／
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｃ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
四
〇
字
以
内 

一
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 Ａ
「
成
果
の
卓
越
性
を
求
め
る
こ
と
よ
り
も
」
（
３
点
） 

✖
要
素
Ｂ
と
の
関
係
で
、
「
選
ば
な
い
」
も
の
が
「
成
果
の
卓
越
性
」
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点

な
し
✖
０
点
。 

○
「
成
果
の
卓
越
性
」
は
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
質
・
卓
越
性
」
で
も
可
。 

 

Ｂ
「
自
尊
心
を
優
先
し
て
」（
２
点
） 

 

✖
「
選
ぶ
」
も
の
が
「
自
尊
心
」
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

Ｃ
「
勝
つ
こ
と
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
」
（
２
点
） 

 

✖
要
素
Ｂ
が
「
勝
つ
こ
と
を
求
め
る
」
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｃ
加
点
な
し
✖
０
点
。 
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問
七 

６
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

当
人
に
と
っ
て
の
成
長
の
機
会
で
あ
り
、 

成
果
の
卓
越
性
も
得
ら
れ
る
競
争
。
（
30
字
）
（
６
点
） 

 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｂ
参
照
／
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｂ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
三
〇
字
以
内 

一
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 Ａ
「
当
人
に
と
っ
て
の
成
長
の
機
会
で
あ
り
」
（
３
点
） 

✖
傍
線
部
「
何
の
た
め
」「
誰
の
た
め
」
の
答
え
と
し
て
、「
当
人
に
と
っ
て
の
成
長
の
た
め
」
と
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要

素
Ａ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

Ｂ
「
成
果
の
卓
越
性
も
得
ら
れ
る
競
争
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
と
合
わ
せ
て
、
「
何
の
た
め
」
の
答
え
と
し
て
、
「
成
果
の
卓
越
性
を
得
る
た
め
」
と
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
加

点
な
し
✖
０
点
。 
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三
（
古
文
）
採
点
基
準
（
合
計
50
点
） 

   

問
一 

１
点×
３
＝
３
点 

 

（
解
答
） 

甲 

ま
が
き 

 
 
 

乙 

お
ぼ 

 

丙 

の
う
し 

（
各
１
点
） 

✖
乙
は
「
お
も
」
は
✖ 

✖
丙
は
「
な
ほ
し
」
（
歴
史
的
仮
名
遣
い
）
は
✖
。 

  

問
二 

２
点×

４
＝
８
点 

 

（
解
答
）  

 

ⓐ 

ニ 

ⓑ 

イ 

ⓒ 

ハ 

ⓓ 

ヘ 

（
各
２
点
） 

  

問
三 

３
点×

３
＝
９
点 

 

（
解
答
）
Ｘ 

ニ 
 

Ｙ 

イ 
 

Ｚ 

ロ 
 

  

問
四 

２
点×

３
＝
６
点 

 

（
解
答
）
① 

見
せ
た
い 

 

② 

は
っ
き
り
し
て
い
て 

 

③ 

も
っ
と
も
だ
と 

 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

①
「
見
せ
た
い
」
（
２
点
） 

 
 

○
「
見
せ
た
い
も
の
だ
」
で
も
よ
い
。 

 
 

△
「
見
せ
た
い
な
あ
・
見
せ
た
い
こ
と
よ
」
な
ど
詠
嘆
が
つ
い
て
い
る
、
「
見
せ
た
か
っ
た
」
な
ど
過
去
・
完
了
が
つ
い 

 
 
 

て
い
る
、
の
よ
う
に
余
計
な
表
現
が
つ
い
て
い
る
場
合
は
△
１
点
。 

  

②
「
は
っ
き
り
し
て
い
て
」（
２
点
） 

 
 

○
「
は
っ
き
り
と
見
え
て
・
は
っ
き
り
と
分
か
っ
て
・
は
っ
き
り
し
て
・
は
っ
き
り
と
し
て
・
明
ら
か
で
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 
 

△
「
は
っ
き
り
・
明
ら
か
に
」
な
ど
、
「
て
・
で
」
が
な
い
場
合
は
△
１
点
。 

 
 

✖
「
ま
ぶ
し
く
て
・
明
る
く
て
」
な
ど
は
✖
。 

  

③
「
も
っ
と
も
だ
と
」
（
２
点
） 

 
 

○
道
理
だ
と
・
道
理
に
・
当
然
だ
と
・
当
然
の
こ
と
に
・
も
ち
ろ
ん
だ
と
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 
 

△
「
も
っ
と
も
・
当
然
・
道
理
で
あ
る
」
な
ど
、
語
尾
が
「
思
ひ
て
」
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
△
１
点
。 

 
 

✖
「
礼
儀
だ
と
・
お
断
り
だ
と
」
な
ど
は
✖
。 
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問
五 
２
点×

３
＝
６
点 

 

⑴
（
解
答
例
）
２
点 

 
 
 
 
 

尋
ね
る
だ
ろ
う
に
な
あ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

○
「
尋
ね
る
（
問
う
・
聞
く
）
」
＋
推
量
（
＝
だ
ろ
う
）
＋
「
の
に
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

✖
「
尋
ね
る
（
問
う
・
聞
く
）
」
の
意
が
な
い
場
合
は
✖
。 

 

○
推
量
は
希
望
（
＝
〜
し
た
い
・
〜
し
た
か
っ
た
）
で
も
よ
し
と
す
る
。 

✖
「
〜
し
て
ほ
し
い
」
は
✖
。 

 

▲
「
尋
ね
る
の
に
」
の
よ
う
に
推
量
・
希
望
が
な
い
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

▲
「
尋
ね
る
だ
ろ
う
・
尋
ね
た
い
」
の
よ
う
に
逆
接
（
＝
〜
の
に
・
〜
が
）
の
意
が
な
い
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

○
「
尋
ね
る
だ
ろ
う
に
な
あ
」
の
よ
う
な
詠
嘆
（
＝
〜
な
あ
・
〜
こ
と
よ
）
の
有
無
は
不
問
。 

 

⑵
（
解
答
）
２
点×

２
＝
４
点 

 

（
解
答
）  

 

ⅰ 

無
き 

（
２
点
） 

 
 
 
 

△ 

「
無
」
は
１
点
。 

 
 
 

✖ 

「
な
き
・
な
き
さ
・
無
き
さ
・
無
さ
」
な
ど
は
✖
。 

  

ⅱ 

待
つ 

（
２
点
） 

 
 
  

△ 

「
待
」
は
１
点
。 

 
 
 

✖ 

「
ま
つ
」
は
✖
。 
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問
六 

４
点×

２
＝
８
点 

 
Ｂ
（
４
点
） 

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

姫
君
に
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
、
死
ん
で
し
ま
お
う
と
い
う
心
情
。
（
28
字
）（
４
点
） 

  ■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数
指
定 

30
字
。
字
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
減
点
は
し
な
い
。 

 
 

・
文
末
表
現 

要
素
Ｂ
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
不
問
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
姫
君
に
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
」（
２
点
） 

 

○
「
姫
君
に
会
え
な
い
な
ら
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

○
「
愛
す
る
・
恋
し
い
」
「
探
し
て
」
な
ど
の
有
無
は
不
問
。 

 Ｂ
「
死
ん
で
し
ま
お
う
と
い
う
心
情
」
（
２
点
） 

 

○
「
死
の
う
・
死
に
た
い
・
死
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
・
生
き
て
は
い
ら
れ
な
い
・
生
き
て
い
て
も
し
か
た
な
い
・
こ
の
世 

 
 

か
ら
消
え
て
し
ま
い
た
い
」
な
ど
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

▲
文
末
が
「
心
情
・
気
持
ち
」
な
ど
で
な
い
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

○
「
恋
慕
の
」
な
ど
の
有
無
は
不
問
。 

  

Ｅ
（
４
点
） 

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
告
げ
ど
お
り
姫
君
が
い
た
の
で
、
仏
の
霊
験
を
あ
り
が
た
く
思
う
心
情
。
（
28
字
）（
４
点
） 

  ■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数
指
定 

30
字
。
字
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
減
点
は
し
な
い
。 

 
 

・
文
末
表
現 

要
素
Ｂ
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
不
問
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
お
告
げ
ど
お
り
姫
君
が
い
た
の
で
」
（
２
点
） 

✖
「
姫
君
が
い
た
・
姫
君
に
会
え
た
・
姫
君
に
再
会
し
た
・
姫
君
の
声
を
聞
け
た
・
姫
君
の
居
場
所
が
分
か
っ
た
」
な
ど 

 
 

の
意
が
な
い
場
合
は
✖
。 

▲
「
お
告
げ
ど
お
り
」
の
意
が
な
い
場
合
は
▲
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 
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Ｂ
「
仏
の
霊
験
を
あ
り
が
た
く
思
う
心
情
」（
２
点
） 

 
✖
「
あ
り
が
た
く
思
う
・
感
謝
す
る
・
畏
れ
多
く
思
う
」
な
ど
、
ま
た
は
「
嬉
し
く
思
う
・
興
奮
す
る
・
胸
が
高
ぶ
る 

 
 
 

・
安
堵
す
る
」
な
ど
意
が
な
い
場
合
は
✖
。 

 

○
「
仏
の
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

▲
「
霊
験
を
・
ご
利
益
を
・
加
護
を
・
祈
り
の
効
き
目
を
」
な
ど
の
意
が
な
い
場
合
は
、
▲
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

 

▲
文
末
が
「
心
情
・
気
持
ち
」
な
ど
、
ま
た
は
「
感
謝
・
畏
怖
・
喜
び
・
興
奮
・
安
堵
」
な
ど
、
心
情
を
表
す
語
で
な
い 

 
 

場
合
は
、
▲
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

   

問
七 

４
点×

２
＝
８
点 

 

Ｃ
（
４
点
） 

 

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
１
点 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
さ
か 

人
が
弾
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
（
４
点
） 

  ■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数
指
定
な
し
。 

 
 

・
文
末
表
現
指
定
な
し
。
模
範
解
答
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
不
問
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
「
ま
さ
か
」（
１
点
） 

 

○
「
ま
さ
か
」
は
「
よ
も
や
・
決
し
て
・
絶
対
に
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
「
人
が
弾
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
（
３
点
） 

 

○
「
（
琴
を
）
弾
く
の
が
人
で
は
な
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

△
「
（
琴
を
）
弾
く
」
の
意
が
な
く
、
「
人
の
し
わ
ざ
で
は
な
い
・
人
の
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
の
意
が
あ
る
場
合
は
、
△
２
点
。 

 

○
「
な
い
だ
ろ
う
」
は
、
「
あ
る
ま
い
・
あ
る
は
ず
が
な
い
」
「
な
い
・
思
え
な
い
」
な
ど
打
消
表
現
で
あ
れ
ば
よ
い
。 

 
 

✖
打
消
表
現
が
全
く
な
い
場
合
は
、
要
素
Ｂ
は
✖
。 
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Ｆ
（
４
点
） 

 

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

少
将
が
来
た
こ
と
を 

相
談
す
る
と
、（
４
点
） 

  ■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数
指
定
な
し
。 

 
 

・
文
末
表
現
指
定
な
し
。
模
範
解
答
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
不
問
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
少
将
が
来
た
こ
と
を
」
（
２
点
） 

 

○
「
少
将
が
来
た
こ
と
」
、
も
し
く
は
「
少
将
が
姫
君
に
逢
い
た
が
っ
て
い
る
こ
と
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

✖
「
少
将
が
」
が
な
い
場
合
は×

。 

 

○
「
少
将
が
来
た
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
「
姫
君
を
探
し
に
・
は
る
ば
る
と
」
な
ど
は
不
問
。 

 

△
「
少
将
が
逢
い
た
が
っ
て
い
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
「
姫
君
に
」
が
な
い
場
合
は
△
１
点
。 

 

○
「
〜
こ
と
を
」
は
「
〜
と
」
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
「
相
談
す
る
と
」
（
２
点
） 

 

△
「
相
談
」
の
意
が
な
く
、
「
言
う
・
報
告
す
る
・
伝
え
る
」
な
ど
の
意
が
あ
る
場
合
は
△
１
点
。 

 

✖
「
口
裏
を
合
わ
せ
る
と
」
な
ど
は
✖
。 

 

▲
文
末
が
「
〜
（
す
る
）
と
・
〜
（
し
た
）
と
こ
ろ
・
〜
の
で
・
〜
か
ら
」
で
な
い
場
合
は
▲
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

   

問
八 

１
点×

２
＝
２
点 

 

（
解
答
） 

ロ
・
ニ 

（
順
不
同
） 
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四 
漢
文 

５
０
点 

 
 

 

問
一 

２
点×
４
＝
８
点 

 

（
解
答
）

ａ 
か
つ
（
て
） 

 
 
 

ｂ 

ま
さ
（
に
） 

ｃ 
つ
い
（
に
） 

 
 
 

ｄ 

あ
や
ま
（
ち
を
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

▲
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
場
合
は
、
▲
減
点
１
点
。 

例 

ｃ
「
つ
ひ
に
」 

 

 

問
二 

３
点×

２
＝
６
点 

 

 

（
解
答
例
） 

① 

性
格 

 
 

② 

で
き
な
い 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

①
「
人
柄
」
「
性
質
」
も
可
。 

  

問
三 

６
点 

 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

（
解
答
例
） 

よ
ほ
ど
ひ
ど
い
困
難
に 

遭
遇
し
な
け
れ
ば 

技
を
だ
さ
な
か
っ
た
。（
６
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

○
Ａ
「
困
難
」
は
「
苦
し
み
」
「
困
っ
た
事
態
・
状
況
」
「
窮
地
」
な
ど
可
。 

 
 
 

▲
「
ひ
ど
い
」
「
甚
だ
し
い
」
「
特
別
な
」
な
ど
程
度
の
表
現
が
な
い
と
▲
減
点
１
点
。 

 

○
Ｃ
「
技
」
は
「
内
家
拳
」
「
秘
伝
の
拳
法
」
「
力
」
「
能
力
」
な
ど
可
。 

  

問
四 

５
点 

 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 

（
解
答
例
） 

し
ゅ
へ
い
の 

う
る
と
こ
ろ 

と
な
り
（
５
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

✖
Ａ
現
代
仮
名
遣
い
で
な
く
「
し
う
」
ま
た
は
「
し
ゆ
」
と
す
る
も
の
、
０
点
。 

✖
Ｂ
「
う
る
」
を
「
え
る
」
と
る
す
も
の
０
点
。 

✖
Ｃ
「
な
り
」
を
「
な
し
」
「
な
す
」
な
ど
と
す
る
も
の
０
点
。 

✖
「
に
な
り
」
は
０
点
。 
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問
五 
５
点 

 

 

（
解
答
） 
無
二

不
レ

受
レ

傷 

者
一 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

✖
送
り
仮
名
や
そ
の
他
（
不
要
な
記
号
や
数
字
）
を
書
い
た
も
の
は
０
点
。 

  

問
六 

７
点 

 

   
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

（
解
答
例
） 

征
南
に
刀
を
突
き
つ
け
た
兵
士
た
ち
が
、
征
南
の
拳
法
に
よ
っ
て 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

自
ら
倒
れ
る
よ
う
に 

地
面
に
た
た
き
つ
け
ら
た
こ
と
。（
７
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

○
Ａ 

「
征
南
に
刀
を
突
き
つ
け
た
」
は
「
征
南
を
襲
っ
た
」
な
ど
も
可
。 

 
 
 
 
 

△
こ
の
表
現
が
な
い
も
の
は
△
１
点
。 

 
 
 
 
 

○
「
兵
士
」
は
「
兵
」
「
官
兵
」
「
営
兵
」
な
ど
も
可
。 

○
Ｂ 

「
拳
法
」
は
「
技
」
「
内
家
拳
」
「
術
」
な
ど
も
可
。 

 

△
Ｄ 

「
や
ら
れ
た
」
「
返
り
討
ち
に
さ
れ
た
」
な
ど
抽
象
的
な
表
現
は
△
１
点
。 

 
 
 
 
 

△
「
刀
を
落
と
し
た
」
に
も
１
点
。 

○
「
倒
さ
れ
て
刀
を
落
と
し
た
」
は
可
。 

 
 ○ 問

七 

５
点 

 

 

（
解
答
例
） 

征
南
を
侮
辱
し
た
若
者 

（
５
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

△
「
悪
い
若
者
」
だ
け
の
場
合
は
△
２
点
。 

 

▲
侮
辱
し
た
（
侮
る
）
対
象
を
「
内
家
拳
」
「
ツ
ボ
」
に
す
る
場
合
▲
減
点
１
点
。 

 

○
「
侮
辱
し
た
」
「
侮
っ
た
」
「
馬
鹿
に
し
た
」
な
ど
可
。 
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問
八 

８
点 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

（
解
答
例
） 

牧
童
の
つ
い
た
ツ
ボ
は 

「
死
穴
」
で
は
な
く
「
暈
穴
」
だ
っ
た
の
で
、 

 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 

同
僚
の
者
は
気
絶
し
て
い
る
だ
け
で
死
ん
で
は
お
ら
ず 

し
ば
ら
く
す
る
と
蘇
っ
た
と
い
う
こ
と
。（
８
点
） 

  

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

○
Ｂ
「
「
死
穴
」
で
は
な
く
」
は
な
く
て
も
可
。 

 
 
 

「
暈
穴
」
は
、
注
を
つ
か
い
「
目
ま
い
が
し
て
気
絶
す
る
ツ
ボ
」
も
可
。 

 

○
Ｃ
「
死
ん
で
は
お
ら
ず
」
は
、
な
く
と
も
可
。 

 

○
Ｄ
「
甦
っ
た
」
は
、
「
意
識
が
戻
っ
た
」
「
目
を
覚
ま
し
た
」
な
ど
可
。 

 
 
 

△
「
生
き
返
っ
た
」
は
１
点
。
（←

死
ん
だ
の
で
は
な
い
か
ら
） 
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